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思い出の教科書として“Magnetism in Condensed Matter”

を紹介させていただきたいと思います．この本は Oxford

Master Series in Physics シリーズの一巻で，著者はオック

スフォード大学の Stephen Blundell 教授です．私は，大学

院修士 1 年生時の「磁性物理学」の授業の指定教科書とし

て出会いました．当時は原著のみが出版されている状況でし

たが，2015年に内田老鶴圃から京都大学 中村裕之先生の訳

で「固体の磁性 はじめて学ぶ磁性物理」という日本語版が

出版されています．

磁性は，超伝導などの量子物理学の分野だけでなく，永久

磁石やスピントロニクスなどの材料研究でも重要な役割を果

たしています．さらに，セラミックスや誘電体材料における

3d 遷移金属を含む結晶場の理解は，構造相転移や磁気秩序

の変化などを説明するために欠かせない知識となっていま

す．当時，筆者は第一原理計算手法を用いて高い飽和磁化を

もつ窒化鉄 Fe16N2 や CrN といった 3d 遷移金属窒化物の磁

気的秩序の安定性の研究をしていたため，磁性物理学の授業

を興味深く聴講していたことを思い出します．

この本の特長は，基本を押さえつつ，多くの磁気的現象に

ついて詳しく説明し，必要な内容が過不足なくバランスよく

構成されていることです．また，豊富なグラフや図解が掲載

されているため，読者は説明を読みながらイメージをもつこ

とができます．さらに章末問題が豊富にあり，解答も記載さ

れているため，研究室の輪講で使っている研究室もあると聞

きます．この本は初歩的な内容から最新の磁性研究までがコ

ンパクトにまとまっており，理学系，工学系を問わず磁性を

初めて学ぶ人におすすめの一冊です．

第 1 章では，磁気モーメントの概念とスピンに関連する

量子力学(角運動量，スピン角運動量演算子)の復習に焦点を

当てています．また，付録には電磁気学，量子力学，統計力

学の基礎的な内容が詳細に記載されているため，これらの科

目を学部で履修していなかった方でも概念を習得できます．

第 2 章では，磁場中の孤立した原子の磁気モーメントに焦

点を当てて展開されています．反磁性という負の磁化率の概

念が量子論で理解できること，さらに孤立原子内で，エネル

ギー準位が最小となるようなスピン角運動量と軌道角運動量

の合成方法(フント則)について学びます．第 2 章の内容は

磁性物理学を学ぶ上で特に重要と認識しています．

第 3 章は「Environment(環境)」というタイトルで，結晶

内の近接原子が作る電場(結晶場)の概念について学びます．

遷移金属の d 軌道の形状と，酸素などのイオンが八面体配

置や四面体配置をした場合の軌道の分裂の仕方の違いが明確

に説明されています．さらに，八面体配置が自発的に歪むヤ

ーン・テラー効果のメカニズムについても触れられていま

す．この章では，S. Blundell 先生が精力的に取り組んでい

るミューオンスピン回転(mSR)法についても述べています．

この測定方法は，分子性結晶などの微小結晶の磁性を調べる

強力な測定方法です．私が理化学研究所で特別研究員をして

いたとき，イギリスのラザフォード・アップルトン研究所の

ミューオンスピン回転のビームラインで研究室のメンバーが

分子性結晶の mSR 測定を行っていました．比較的大きな結

晶に対しては磁気構造を中性子散乱実験で特定できますが，

微小結晶に対しては難しく，mSR がスピン配列の次元性を

明らかにする手段として用いられています．

第 4 章では磁気交換相互作用について，第 5 章では強磁

性，反強磁性，フェリ磁性といった磁気秩序のタイプとその

測定方法について解説しています．第 6 章から第 8 章で

は，磁性に関連する様々な現象について，最新の研究事例を

交えて説明しています．特に金属，合金の磁性を扱う研究者

にとっては，第 7 章の「金属の磁性」に関する記述が有益

だと思います．

最後に個人的なエピソードを一つ．2016年の夏に米国で

開かれた分子磁性に関するゴードン会議に参加した際，会場

へ向かっていたところ，この本の著者である S. Blundell 先

生に突然話しかけられ，戸惑ったことがあります．今思え

ば，先生は若手研究者との交流を求めて声をかけてくださっ

たのだと思います．当時はその教科書の著者であることを理

解していましたが，嬉しさと緊張であまり話せなかったこと

が少し残念です．再びお会いする機会があれば，もっと話が

できればと思っています．
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